
代 表 者 名：会長 遠藤 定治 

副会長 加納 純一郎 

活動開始年月：2011年３月末

初めの一歩 

線路脇植樹 

《期待》 
町の花、桜を復活させ、再び桜で 
あふれる街を取り戻したい。

《仲間》 
全国からの支援をいただいています。 
無理せず、時間のある人で活動を行いつつ、
何かの時は全町民に呼びかけます。

《今後の課題》 
桜の手入れ（病害虫の予防、適宜の剪定、雑草やツ
タ類の除草など）を行ってくれる人材の確保。 
桜守りの会の次代を担ってくれる人の確保。

津波桜 

《活動の魅力》 
桜は見頃になるのにあと20年以上、そし
て樹齢は100年を超えます。今の私たちの
想いが100年後の人々に伝わる楽しみが
あります。

《きっかけ》 
3.11 津波で幹だけ残った旧
第二保育所庭の桜に芽がつき開
花したのを発見し、その保存の
ために活動を開始。

桜咲く地蔵 

女川桜守りの会
震災前のようにたくさんの桜が咲くまちをつくる
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あ らだての小みち
代表世話人：木村 繁子 

活動開始年月：2017年 5 月

まずは学び 

《今後の課題》 
鹿対策です。荒立東地区にも鹿が現れ、他の地区でも自宅の庭が鹿の被
害を受けて、心が折れそうになったと聞きました。鹿が嫌う馬酔木（あ
せび）を植えたり、人感センサー設置も考えています

《きっかけ》 
平成28年度の「緑のまち活」に参加し、
視察研修や実践講座などで植物の育て方
を学びガーデニングが楽しくなり、自宅
近くの荒立東地区公園を地域の人達でコ
ミュニティガーデンをつくった事で活動
が始まりました. 

コミュニティガーデンからはじめる 女川らしい風景を“みんな”で創る
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《活動のPR》 
定期的に行う公園ガーデン
のお手入れ会の時にハーブ
を使った料理や皆で持ち寄
ったものでお楽しみタイム
をしています。11月に枝垂
桜を植樹したので春にお花
見を予定しています。

《町への期待》 
新たな宅地で地域の人達とお付き
合いが始まるので、子供達や皆さん
散歩がてら、あ～らだての小みち公
園を楽しんでもらえたら嬉しいで
す。各地域の公園でもコミュニティ
ガーデンをつくり広まることを期
待します。

ハーブで料理づくり 

ガーデンづくり 

学びの森から 
花壇の木枠を 

《活動を続ける秘訣》 
お互いのペースを尊重し無理せず、皆で色んなアイデア
やスキルをわかちあえ、楽しめることです。ハーブガー
デンを見学したり視野が広がります。 “来るものは拒
まず、去る者は追わず、戻るものには暖かく”です。

公園で休憩する人も！ 





地域のコミュニティづくりや居場所づくりのためのカフェ 代 表 者 名：鈴木 浩 （区長） 

活動開始年月：2016年 4月 1日

大原北区「ふれあいカフェ」

《今後の課題》 
お客さんの高齢化、認知症、健忘症…etc 
若い人たちにもカフェを利用してもらえるように
する事。

《活動の魅力》 
住民との関わりが増えた。
情報も集まって来るため、
役に立つことが多い。 
外部の方でも気軽に立ち
寄れる。

《町への期待》 
新しい住居に移り、外出がなかなか思うよう
に出来ない高齢者が多いようです。 
他の集合住宅にも「カフェ」のような場所が
あれば良いのではないかと思っています

《活動を続ける秘訣》 
続ける秘訣は「無理をしない！！」
体調が悪いときはもちろん、用事が
ある時等は交代してもらう。

《きっかけ》 
社会福祉協議会がカフェを始めて、1年後に
続けるかどうか検討した際、傾聴ボランティ
アでカフェに行く機会があり慣れている事
や、お客様からの要望が多いことから、引き
継ぐ決心をしました。 
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スターダスト・ページェント「海ぼたる」

代表世話人：中嶋 憲治 

活動開始年月：1998年 10 月

震災前の海ぼたる 

《想い》 
募金をいただいた方々への感謝の気
持ちと、一緒に「海ぼたる」を作り
続けた仲間への想い。 

《活動を続ける秘訣》 
・自己満足 ・笑顔がある 
・話を聞く  
・遠慮しない

《今後の課題》 
・電球ツリーや保管場所の確保 
・活動の継承

《活動の魅力》 
・灯りを見に来た人たちの
笑顔と感謝の言葉 
・灯りが点いた時の達成感 
・年齢を超えた 
コミュニケーション

冬の女川駅前をイルミネーションで照らす

震災後の海ぼたる 

《きっかけ》 
終着駅の女川を暖かな光で灯す
ことで、町民や帰郷する人たち
の心を温めることが出来ればと
思い、始まりました 
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